
修士論文（要旨） 

2019 年 1 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きょうだい関係と親の養育態度が青年期のパーソナリティに及ぼす影響 

—日本と中国における調査－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導 山口 創 教授 

 

心理学研究科 

健康心理学専攻 

217J4052 

王 琳申 

 

  



Master’s Thesis(Abstract) 

January 2019 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

The Effects of Parent's Attitude and the Relationship of  

Siblings in Adolescence:Comparing between Japan and China 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Linshen Wang 

217J4952 

Master’s Program in Health Psychology 

Graduate School of Psychology 

J.F.Oberlin University 

Thesis Supervisor: Hajime Yamaguchi 

 



i 

 

目次 

第 1 章  序論……………………………………………………………………………………1 

1.きょうだいについて………………………………………………………………1 

2.孤独感について……………………………………………………………………3 

3.自尊感情について…………………………………………………………………3 

4.性格について………………………………………………………………………4 

5.親の養育態度について……………………………………………………………5 

第 2 章  研究 1 中国の大学生におけるきょうだい有無ときょうだい関係………………7 

1.研究目的……………………………………………………………………………7 

2.対象と方法…………………………………………………………………………7 

1)調査対象…………………………………………………………………7 

2)参加者について…………………………………………………………7 

3)調査方法…………………………………………………………………7 

4)調査時期…………………………………………………………………8 

3.使用尺度……………………………………………………………………………8 

4.倫理的配慮…………………………………………………………………………10 

5.データ分析…………………………………………………………………………10 

6.結果…………………………………………………………………………………11 

1)信頼性の検討……………………………………………………………11 

2)きょだい状況の違いに関する検討……………………………………12 

①孤独感………………………………………………………………12 

②自尊感情……………………………………………………………12 

③性格…………………………………………………………………13 

④養育態度……………………………………………………………15 

⑤心理的距離…………………………………………………………16 

3)心理的距離の違いによる検討…………………………………………17 

①孤独感………………………………………………………………17 

②自尊感情……………………………………………………………17 

③性格…………………………………………………………………18 

④養育態度……………………………………………………………19 

4)考察………………………………………………………………………20 

第 3 章 研究 2 日本の大学生におけるきょうだい有無ときょうだい関係……………… 23 

1.研究目的……………………………………………………………………………23 

2.対象と方法…………………………………………………………………………23 

1)調査対象…………………………………………………………………23 

2)参加者について…………………………………………………………23 

3)調査方法…………………………………………………………………23 

4)調査時期…………………………………………………………………24 

3.使用尺度……………………………………………………………………………24 

4.倫理的配慮…………………………………………………………………………25 



ii 

 

5.データ分析…………………………………………………………………………25 

6.結果…………………………………………………………………………………26 

1)きょだい状況の違いに関する検討……………………………………26 

①孤独感………………………………………………………………26 

②自尊感情……………………………………………………………26 

③性格…………………………………………………………………27 

④養育態度……………………………………………………………29 

⑤心理的距離…………………………………………………………30 

2)心理的距離の違いによる検討…………………………………………31 

①孤独感………………………………………………………………31 

②自尊感情……………………………………………………………31 

③性格…………………………………………………………………32 

④養育態度……………………………………………………………33 

3)考察………………………………………………………………………34 

第 4 章  両国の比較……………………………………………………………………………36 

 

参考文献  

資料 



1 

 

第 1 章  序論  

生まれてからきょうだいは私たちと共に生活し、きょうだいと共に学び成長していく。 

中国では一人子の割合が近 30 年間激的に成長していた。政策の変更により、次子を迎える

家庭の増加に伴い、きょうだいに巡る問題が今注目を浴びている。 

 

第 2 章  研究 1 中国の大学生におけるきょうだいの有無ときょうだい関係 

目的 

本研究ではきょうだいの有無は青年期の人の心理的側面にどのような影響を与えているか

を、自尊感情、孤独感、性格そして家庭の 4 側面から明らかにすることを目的にする。そ

して、きょうだいとの心理的距離が自尊感情や孤独感そして性格にいかなる影響を与えて

いるか、受けた親の養育態度にいかに影響されるかを検討する。 

 

方法 

中国全省市から編入が指定される北京市の二つの大学を選び、在籍中の大学生 300 名を対

象にしアンケート調査を行った。 

 

結果と考察 

1．きょうだいの心理的距離について 

心理的距離において、長子は末子より有意に低かった。これは長子が末子より先に生まれ、

他の兄弟より力を持ち、親と同じように他のきょうだいを出生からずっと見てきたのが原

因だと考えられる。 

 

2．孤独感について 

きょうだいの有無やきょうだい関係と孤独感の間に関連性が認められなかった。これは、

きょうだいがなくても、満足な仲間関係を築くことで、孤独感が軽減したと考えられる。 

心理的距離が遠い群と近い群の間における有意差は認められなかった。彼らが実際に感じ

ているきょうだいとの心理的距離と求める心理的距離が一致していると推測できる。 

 

3．自尊感情について 

自尊感情において、一人っ子、長子、末子の間に、有意差は認められなかった。自尊感

情ときょうだいとの心理的距離との関係性も認められなかった。きょうだいの他、友人や

同級生などとの比較も自尊感情に影響しているといわれている。本研究の結果から、中国

では家庭外での比較は、家庭内きょうだい間で行う比較と自尊感情に同じような影響を

持っているとも言える。 

 

4．性格について 

一人っ子は長子と末子より外向性が低いことがわかった。これは一人っ子は幼児期に

きょうだいある人より、同齢者との接触が少ないのが原因だと考えられる。末子は他の 2

群より開放性が低い傾向が見られた。兄・姉を有することで好奇心や想像力の育ちを妨げ

る恐れがあるともいえる。心理的距離が近い方が、勤勉性得点が高いとの結果が示された。
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きょうだいはお互いを目標にして、自分を励み、向上心と勤勉性を育つことができたと考

えられる。 

 

5．親の養育態度について 

親の養育態度おいてきょうだい状況の違いによる各因子の差は認められなかった。きょ

うだい間の心的距離について検討したところ、親の養育態度の拒絶因子の得点は、きょう

だい間の心理的距離と正の相関がであった。親の養育態度の情緒的暖かみ因子の得点は、

きょうだい間の心理的距離と負の相関があることが示唆された。そのため、親の許容は子

どもの対人信頼感高まり、きょうだいを含む他人との関係形成にポジティブな影響を与え

ているといえる。反面、親からの拒絶あるいは言葉と行動の矛盾は、子どもの対人信頼感

を低下させ、社交不安を引き起こすと考えられる。 

 

 

中国で実施した本研究では、きょうだいの状況は性格に影響していることと、きょうだ

いとの心理的距離は出生順位、親の養育態度に影響され、性格の形成に影響していること

が示された。 

 

第 3 章  研究 2 日本の大学生におけるきょうだい有無ときょうだい関係 

目的 

日本の場合、きょうだいの有無は青年期の人の心理的側面にどのような影響を与えている

かを、自尊感情、孤独感、性格そして家庭の 4 側面から明らかにすることを目的にする。

そして、きょうだいとの心理的距離が自尊感情や孤独感そして性格にいかなる影響を与え

ているか、受けた親の養育態度にいかに影響されるかを検討する。 

 

方法 

桜美林大学で、教員の協力を得て、授業終了後に、アンケートを履修者 153 名に配布し、

次の週に回収した。 

 

結果と考察 

1．心理的距離について 

末子、長子の両群間の心理的距離の差を比較した結果、2 群間の有意差は認められなかっ

た。これは出生順位に関わらず、長子と末子は同じようにきょうだいとの関係を築けてい

るといえる。 

 

2．孤独感について 

一人っ子、末子、長子の三群の間における孤独感の有意な得点差が認められなかった。

心理的距離近いと遠い 2 群の間も孤独感の有意な得点差も認められなかった。このことか

ら、孤独感はきょうだい有無や出生順位に直接左右されるのではないということがわかっ

た。大学生の生活重心は学校にあり、この段階で家庭より学校での社交が主になっている

と考えられる。 
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3．自尊感情について 

一人っ子、末子、長子の間における有意差が認められなかった。心理的距離が近い群が

遠い群より自尊感情における得点が有意に低かった。本尺度では得点が低いほど自尊感情

が高い。故に、きょうだいとの親密な関係は自尊感情を高まること分かる。 

4．性格特性について 

開放性においで、きょうだい状況の違いにおける有意な得点差が認められなかった。外

向性において一人っ子は長子、末子より得点が有意に低いことは分かった。心理的距離の

差による性格の比較では、外向性において、きょうだい間心理的距離が近い方が開放性得

点が高いことが認められた。協調性においても、心理的距離と負の相関性が示された。こ

れは、きょうだいとの付き合いで葛藤などを上手く対処できる人は、よりポジティブな性

格になりやすいともいえる。 

 

5．親の養育態度について 

ひいき因子において、長子は末子より得点が低い傾向が認められた。長子は独占した親の

寵愛が次子の誕生によって部分的に奪われたことによって、落差を感じていると考えられ

る。 

情緒的暖かみ因子得点は、きょうだい間の心理的距離と負の相関性があることが認められ

た。包容力のある家庭環境が、家庭メンバー間の距離を縮めたと考えられる。 

 

第 4 章  両国の比較 

中国での調査対象の 54.0%が一人っ子に比べ、日本の調査対象の一人っ子は 19.7％で

あった。これは中国で長い間で実施されていた出産政策の影響を受けていることが原因で

ある。きょうだいの有無は両国ども孤独感、自尊感情と関係していなかった。中国ではきょ

うだいと生活した経験を持っていないので、きょうだいがいない孤独も感じないと考えら

れる。性格においては、一人っ子は外向性において得点が低い傾向が両国で見られた、中

国では末子の開放性が低く、日本では長子は協調性を欠けていることを示した。親の養育

態度において日本で長子のひいき因子は末子より低かった。きょうだいとの心理的距離は、

日本では自尊感情と負の関係性を持っていた。中国で見られなかったのは入学に伴い、比

較対象は同級生に変わり、これによって、きょうだいからの影響が弱まるからだと考えら

れる。性格において、親密なきょうだい関係は、中国では勤勉性、日本では外向性と協調

性を高まることを示した。両国とも情緒的暖かみの高い家庭で育ったきょうだいがより親

密な関係を持っているとみられた。 
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